
平成２８年度放課後児童

 
 
 
 
 
 
 
 
【保護者アンケートから】 

○保護者ニーズ（問８） 

 
 
 
 
 
①開設時間の延長について（問

 
 
 
 

・学校休業時の開設時間

・夏休み等になると８

 状況に応じて延長が

【趣旨】 

各放課後児童クラブの運営に関

把握し、今後の放課後児童クラブ

検討、提案を行う基礎資料とするため

護者、各放課後児童クラブ、各小学校

ート調査を実施するもの。 

５割弱が「現在のままでよい

次いで、「開設時間

「様々な取組を実施

クラブアンケートより（問 1-

年度放課後児童クラブの運営に関するアンケート調査結果概要

 

問９） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開設時間を早くしてほしい。  

８時前に来たり、１８時半を過ぎたりするので

が必要かもしれない。  

関する現状や課題等を

クラブの方向性等について

とするため、利用児童の保

各小学校を対象にアンケ

【回答率】 

保護者：47.65

クラブ：88.24

小学校：82.35

①平日

18：

②

8：

のままでよい」を回答している。 

開設時間を延長してほしい」が３割弱となっている

実施してほしい」が２割強となっている。

-2-ｇ） 

調査結果概要 

 

ぎたりするので、  

47.65％（254/533 件） 

88.24％（15/17 クラブ） 

82.35％（14/17 小学校） 

平日の開設時間延長 

：30 → 19：00 

 

②長期期間の朝 

：00 → 7：30 

となっている。 

。 
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②様々な取組について（問１１

 
 
 
 
 
 
 
 
③何年生まで利用したいか（問

 
 
 
 
 
 
○保護者の参画について（問１３

 
 
 
 
 

「地域の方々やその他団体等

多く回答されている。 

事等）」「宿題や勉強のサポート

６年生までが

次いで、４年生

「ぜひ参画したい」「できれば

また、「どちらともいえない

時間が合わない。」「どのように

立っていた。 

１１） 

問７） 

１３） 

他団体等の協力による○○教室の定期的開催

 次いで、「地域の方々との交流（昔遊び行事

のサポート」が比較的多い。  
 

安心

までが４４．８％と高い。  

年生までが２１．７％、３年生が１８．１％。

できれば参画したい」が約２０％である。

どちらともいえない」の意見の中には、「参画しようと

どのように関われるかがわからない」という

 

 

定期的開催」が比較的

行事、季節行

安心・安全 ＋α 

％。  

。 

しようと思っても、

という意見が目



 
 
【クラブアンケートから】 

①支援員の確保や雇用及び待遇について（問 1-2-a） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②支援員の研修について（問 1-2-ｃ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・子どもを預かり、命を守る仕事であるので、報酬の見直しを求める。 

・経験支援員と夏季休暇等での臨時支援員とで時間給が同じことに不満の声があり、

経験年数や資格を重要視してほしい。  

 

報酬に関すること 

・長期開設時期の臨時支援員の確保について苦慮している。  

・若年層を雇用したいが難しい。 

→掛け持ちではなく、安心して働けるよう福利厚生の充実を望む。  

 

支援員確保に関すること 

児童クラブへの 

ニーズの増加・多様化 

支援員の負担増 

・単発研修ではなく、系統立てた年間計画を立てて実施してほしい。  

・マンネリ化を防ぐためにも、研修の機会はもっと多くしてほしい。  

・支援員の意見交換を主とした研修を望む。  

・自主参加の研修の紹介や、新人研修を望む。  
 専門性の向上 



 
 
 
【小学校＆クラブのアンケートから】 

○学校と児童クラブとの連携について（学校：問 2-2、クラブ：問 1-2-ｈ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
    ⇒ 双方とも情報共有についてのご意見が多い。 

 

・居残り勉強がある等は教えてえるが、学校を休んでいる、学校でケン  

 カをした等の情報が入りにくく、もっとオープンに情報共有したい。  

・子どもに関する情報は定期的に会議を持ち共有できればありがたい。  

・学校側の児童クラブに対する理解の違いにより、情報共有や施設利用  

 に差異がある。  

・放課後児童クラブと学校との間で定期的な会議を持つ必要がある。  

 ・運営委員会を一度持ったが、児童クラブの子どもの人数も増えてき  

  ており、夏休みなど、地域としても何かできることはないか等検討  

  していく必要がある。  

 ・課題のある児童については、重要な個人情報を含む事も多く、  

  守秘義務について、確認する必要がある。  

 ・配慮を要する児童も入っているため、情報共有していく必要がある。  

 ・子どもたちへの双方の指導に生かすため情報共有する機会が必要である。  

小学校 

クラブ 


